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3階東病棟この1年を振り返って
3階東病棟看護科長 日下　玲子
　病棟診療科の編成により昨年に続き，平成20
年も3階東病棟では診療科の再編成が行われ，4
月から外科が移動となり産婦人科5床が新たに加
わり，脳外科35床・眼科8床皮膚科6床の4科
混合の新体制となった．
　更に10月1日からはICU病棟新設に伴い，菅
野看護科長他3名計4名の人事異動があり，病床
数は54床から52床となり病棟診療科の中では脳
外科が35床から33床に減となった．
　私が3階東病棟の看護築三になってからは今ま
で提供してきた看護や，各活動が継続されていく
よう日々努力の毎日であった．
今後の活動に際しても係長を中心にサポート体制
を築いていく必要がある．
3　病棟での褥瘡発生率を1％以下とする．
　・褥瘡が発生してからのケアが大切なのではな
く，褥瘡を発生させないためのスキンケアが重要
であると考える．一度の褥瘡発生は見られたが早
期の対応により重症症例の発症はなかった．
　発生率は1％を少し超える結果となったが今後
もスキンケアの徹底と褥瘡を発生させないための
取り組みについて検討を重ねる必要がある．
平成20年度病棟看護目標 各チーム活動
1チーム活動を充実させ，受け持ち看護師
　の役割が発揮できる．
①朝の申し送り体制の再検討
　・朝の申し送りは15分以内を目標に行われてい
るが，まだ時間がかかり過ぎているのが現状であ
る．今後は申し送りの短縮と申し送り廃止につい
ての検討が必要と考える．
②日々のカンファレンスを充実する
　・日々のカンファレンスの充実は思うように進
まず，各チームでの新たな取り組みも行われたが
結果徹底されていなかった．現在チームカンファ
レンスは週2回行われているが徹底されなければ
合同カンファレンスへの変更も考えていく必要が
ある．
③ケーススタディーの継続
　・ケーススタディーは毎月定期的に行われ意見
交換が活発になり充実されている．
また日頃の看護を評価し振り返る良い機会となっ
ている．ケーススタディーの進め方についても検
討し統一することができた．
2各チームで研究または，TQM活動発表
を行う．
　・研究・TQM活動は順調に進めることができ
た．今年は新にTQM活動が加わり開始時は戸惑
いもあったがこの活動が結果業務改善となりまた，
コスト削減にもなっている．
　各チームでの活動に関して大切なのはスタッフ
全員で取り組んで出来たという達成感でもあり，
89
　年間チーム目標に向かって達成出来るよう活動
している．毎月のチーム会では報告書の検討がさ
れ標語を決めてKYTを推進しており，常に事故
防止に努めている．今後もチーム間での協力体制
を確立させ充実した活動ができるよう進めたい．
各委員会活動
　教育委員会・業務改善委員会・クリティカルパ
ス委員会に所属し全員が活動した．昨年度活動し
た委員会で多くが十分な成果を得ることができな
かったため，今年度は看護記録委員会・環境整備
委員会に関しては記録の点検と環境整備の検討を
各チームに委譲することで委員会を3つとし活動
が滞ることなく継続できるように進めてきた．
おわりに
煩雑な業務の遂行と質の高い看護の提供は今後も
益々大変になってくると思われ，看護の質を高め
るためには更なる業務改善と専門職としての知識
の向上が必要となる．
　患者参加型看護計画導入により今以上に患者・
家族に関わる時間が多くなる．
患者・家族の視点から共に考え，係長やスタッフ
と協力しながらこの病棟に入院して良かったと思
っていただけるような病棟作りを目指したい．
　日々病棟運営にご協力いただいている全ての関
係者に心から感謝申し上げます．
